








目」として位置付けられ，受講者は学部 2年生および 3年生が中心である。この科目は 2002年に
同学部に着任してから継続して担当を続けている。そこでわたくしは教材開発という課題につい
て，受講者に協力を呼びかけて，「『国語表現』の教材開発」という課題に取り組んでいるところで























































































第 1 時 「国語表現論 B」授業のガイダンス／想像力＝創造力と国語表現
 （谷川俊太郎・他『こっぷ』／まどみちお「シマウマ」）
第 2 時 想像力＝創造力と国語表現―佐藤雅彦に学ぶ
 （佐藤雅彦『ねっとのおやつ』『プチ哲学』）
第 3 時 イメージとことば―映像と音楽から立ち上がる国語表現
 （宮崎駿監督「魔女の宅急便」の映像と「千と千尋の神隠し」の音楽）
第 4 時 アニメーションを読む
 （マイケル・デュドク・ドゥ・ヴィット監督「岸辺のふたり」）
第 5 時 「絵」から生まれる物語
 （ジャンニ・ロダーリ『ファンタジーの文法』）
第 6 時 「国語表現」における「絵」「写真」の教材化
 （アレクサンドリア木星王『秘密のタロット・カード』）
第 7 時 境界線上の教材としてのマンガ―ストーリーマンガの教材化を試みる
 （つげ義春「退屈な部屋」「古本と少女」）
第 8 時 国語表現とメディア・リテラシー―あるゲームを通して考える
 （カードを用いたゲーム）











  （秋学期の受講者の発表の参考に資するために，大学院生 2名が秋学期発表と同じ要
領で発表を実施）
101大学生と考える「国語表現」の教材開発（町田）














































































14－1　2014年 10月 3日　マンガと国語表現（その 1）
14－1－1
（1）マンガと国語表現―日本のスポーツ漫画を活用して































































































































































































































































































































































































 4 町田守弘『授業を開く―【出会い】の国語教育』（三省堂，1990. 1）に，「『国語表現』における単元学習の試み」そ
の他の実践報告を収録した。




 8 毎年年に 2回は表現領域に関わる仕事に携わる特別講師を招聘して，講話を聞くという予定を入れることにした。
本稿で取り上げた 2014年度と 2015年度は，ともに出版社勤務の方を招いて，「編集」に関する講話を聞くことが
できた。
 9 2014年度の春学期には，担当者の事情から 1回休講することになり，第 15時はその補講として，早稲田大学学内
の「コースナビ」と称する webシステムを使用した授業を実施した。以下は当初取り組む予定の内容を記載して
ある。
 10 2014年度と 2015年度の春学期レポートの課題はほぼ同一の内容であるが，以下では 2015年度のものを引用した。
 11 町田守弘「大学院生と考える国語科教育の可能性―教材開発と授業開発のために」（『解釈』2011. 6）。
